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①ふきの葉を取り、塩を入れた熱湯で2、 3 分薊でます。
②度をむいて4 ~ 5 c m に切り、鍋に入れて砂糖をかけておきます。
③少し置くと水が出てきます。
水が出てきたら火にかけ、かき混ぜながらほぼ水が無くなるまで煮ます。
④飴状になったら、取り出して仕上げの砂糖を絡めます。
*焦がさないように注意しましよう。
*乾燥させれば保存可能です。
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